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19．201T1による心筋スキャン
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　20ユTICI心筋スキャンの臨床経験と多方向撮影

の試みについて報告する。

　11例の虚血性心疾患を中心とした症例では，心

電図所見とかなりの一致を示したが，諸家の報告

のとおり下壁梗塞と中隔梗塞に不一致例を見た．

また，発作後2年あるいは4年を経過した陳旧性

心筋梗塞でも，明らかな欠損像として描出し得た。

全例にcomputer　color　displayを行なったが，こ

の処理でプリセット20万カウントでも欠損像は明

確になった．従って，多方向からの撮影をさらに

キメ細かく行なった．すなわち201TICI静注10

分後より撮影を開始して，15度間隔で右斜位30°

から左側面90°までの少なくとも9方向を撮像し

たが，10分後から90分後までの間に最低180度

は撮像可能で，残りの時間を不明瞭な部位あるい

は病変部の再撮影に充てることができる。また，

多方向から撮影することにより，ホログラフィッ

クディスプレイが可能となるので応用したいと考

えている．

20．Transfer　Functionによる各種レノグラムパ

　　ラメーターの解析
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　on－line　comPuterを用いて，1311－Hippuran　350

μCi静注後の経時的dataをdeconvolutionし

得られたtransfer　functionよりMean　Transit

Time（MTT）を求め，同時にCohenの方法など

よりEffective　Renal　Plasma　Flow（ERPF）を求め，

左右のtransfer　functionのinitial　heightの比よ

り分腎ERPFを算出，それぞれをrenogram各

parameterと比較した．

　分腎ERPFの左右比との比較では，2分後の左

右activity（C2）の比が最も良い相関を示し，続い

て第2相の勾配（C2－C1）の比が良好であった．

第2相の勾配を1分後のactivity（C1）で除して

normalizeすると，その値は左右ほぼ等しくなり，

renogram　curveは左右相似形であることを示す

ものとして興味が抱かれた．

　次いで，分腎ERPFの値とC2－C1の値とを比

較すると，相関係数0．609と有意の相関が得られ

たが，80～100秒のsequential　imageにて左右腎，

および任意のback　groundに関心領域を設定し，

R／BGを求め，分腎ERPFと比較したところ，相

関係数0．751とさらに相関は向上し，特にERPF

低下例の診断に有益であった．

　最後に，transit　timeに関して，町田分類M2

型以外のrenogram症例にてMTTと　Tmaxと

を比較，良好な相関を得たが，M2型renogram

ではMTTを示す適切なparameterがなく，こ

の検索が今後の課題と思われる．

21．Transfer　Functionによる腎再構成動態画像に

　　関する研究
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　t3tl－Hippuranによる腎シンチグラフィについ

て，on－line　computer　systemを用いて処理を行な

い，transfer　functionによる腎再構成動態画像を

作成し，その処理方法などについて検討した．

　1311－Hippuran約350μCiを肘静脈から急速注

入し，坐位で背面から1，000ホールコリメータ装
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